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３．事業計画の策定支援に関すること       

 

１．経営力強化支援セミナー開催による支援 

 

（１） 概要 

事業者の主に成長期・衰退期の経営課題等を解決するため、支援機関等と連携して、経営革新等への取り

組みを支援する経営力強化支援セミナーを開催し、事業者の持続的な経営発展に向けた支援を行った。 

本事業により、事業計画書策定を目指す小規模事業者支援及び掘り起こしを行い、経営課題や需要開拓

機会を認識させ、目標を持った小規模事業者を伴走型で支援した。 

今年度の事業においては昨年度と同様、事業計画（創業計画）策定に関する内容に演習を取り入れなが

ら、受講者は必ず事業計画を策定することを基本としつつ、国の中小企業・小規模事業者に対する各種経営

支援策（各種補助金・助成金制度等）を詳細まで取り上げた。 

これにより、受講者に事業計画策定を通じた上記支援策等の利点を十分に認識してもらい、制度利用を

促しながら、受講者の経営・創業に対する更なる意識の高揚・不安の払拭を図り、事業者の持続的発展及び

創業の強力な後押しとなるべく支援した。 

 

（２） 周知方法  

セミナーチラシを作成し、本会窓口に設置した他、下記の通り周知を図った。 

 

① 本会会員宛チラシ郵送（会員数 860） 

② 新聞折込 

 配布地域 ： 遠田郡全域 

 折 込 日 ： 平成 30 年 8 月 6 日（月） 

 折込部数 ： 12,670 部 

③ 本会会報・本会ＨＰへの情報掲載 

④ 美里町・涌谷町広報への情報掲載（約 15,000 世帯へ配布） 

 

（３） 申込状況 

地  区 H28 H29 H30 

申込者 備 考 申込者 備 考 申込者 備 考 

小牛田地区 2 名  3 名 内、2名は 

非 会 員 

1 名  

南郷地区 1 名 非 会 員 2 名 内、1名は 

非 会 員 

2 名 内、1名は 

非 会 員 

涌谷地区 12 名 内、1名は 

非 会 員 

8 名 内、1名は 

非 会 員 

7 名 内、2名は 

非 会 員 

合   計 15 名 - 13 名 - 10 名 - 
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（４） 受講料   

無料 

 

（５） 内容   

① 時 間 数 ： 3 時間／日×6日 延べ 18 時間  

② 開催時間 ： 午後 6時 ～ 午後 9時 

③ セミナー内容 

回  数 日  付 内  容 講師（敬称略） 受講者数 

第 1 回 9 月 4 日（火）  経営計画の概要と自社の分析 

1. 経営計画作成の意義・目的 

2. 経営戦略と経営計画 

3. 自社の現状把握（経営分析） 

アドバンスアシストワークス 

代表・中小企業診断士 

岩佐 克之 

6 名 

第 2 回 9 月 11 日（火）  将来像を描く経営戦略の 

作り方 

1. 経営戦略の構成 

2. 経営環境分析 

3. 経営戦略の構築 

同  上 5 名 

第 3 回 9 月 18 日（火）  「マーケティング戦略」の 

作り方 

1. マーケティングの理解 

2. マーケティング目標と 

マーケティングコスト 

3. マーケティング戦略の構築 

同  上 5 名 

第 4 回 9 月 25 日（火）  公的経営支援施策制度説明 

1. 公的経営支援施策と経営計画 

2. 経営革新計画 

3. 小規模事業者持続化補助金 

4. ものづくり補助金 

5. 事業承継補助金 等 

同  上 6 名 

 事業計画の評価ポイント 

 日本政策金融公庫の融資制度 

日本政策金融公庫石巻支店 

国民生活事業 融資課長 

久保 良仁 

第 5 回 10 月 2 日（火）  経営目標となる利益計画の 

作り方 

1. 利益計画の作成手順 

2. 損益分岐点売上高算出による

目標設定 

3. 売上計画と利益計画の作成 

アドバンスアシストワークス 

代表・中小企業診断士 

岩佐 克之 

5 名 

第 6 回 10 月 9 日（火）  経営計画の作成 

1. 経営戦略を実現する行動 

計画の策定 

2. 経営計画の作成  

同  上 5 名 
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 伴走型支援について 本会職員 

主査・経営指導員  

千葉 泰之 

 

（６） 実績 

（注）※の数字は、本会全体の申請実績を示す。 

 

２．創業支援セミナー開催による支援 

 

（１） 概要 

本セミナーは地区内創業予定者・創業間もない事業者を対象に、創業に必要なノウハウの修得、資金繰り

対策、具体的な事業計画書を策定する機会として開催するものであり、特に、若手・女性を主なターゲット

に設定し、行政、地域内支援機関等と連携を図りながら実施した。 

その他の概要については前掲１．経営力強化支援セミナー開催による支援と同様。 

 

（２） 周知方法  

セミナーチラシを作成し、本会窓口に設置した他、下記の通り周知を図った。 

 

① 本会会員宛チラシ郵送（会員数 860） 

② 新聞折込 

 配布地域 ： 遠田郡全域 

 折 込 日 ： 平成 30 年 9 月 10 日（月） 

 折込部数 ： 12,670 部 

③ 本会会報・本会ＨＰへの情報掲載 

④ 美里町・涌谷町広報への情報掲載（約 15,000 世帯へ配布） 

 

 H28 H29 H30 

項 目 目 標 実 績 達成率 目 標 実 績 達成率 目 標 実 績 達成率 

経営力強化支援 

セミナー(回) 

1 1 100% 1 1 100% 1 1 100% 

事業計画等策定 

事業者数(参加者数) 

20 15 

※35 

75% 20 13 

※23 

65% 20 10 

※23 

50% 

 

内、小規模事業者 

持続化補助金 

申請者数 

18 4 

 

※24 

22.2% 18 0 

 

※2 

0% 18 0 

 

※6 

0% 

ものづくり 

補助金 

申請者数 

1 1 

 

※1 

100% 1 0 0% 1 0 0% 

  経営革新計画 

申請者数 

1 0 0% 1 0 0% 1 0 0% 
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（３） 申込状況 

地  区 H29 H30 

申込者 備 考 申込者 備 考 

小牛田地区 5 名 非会員 4 名 会員 2名、非会員 2名 

南 郷 地 区 2 名 非会員 2 名 非会員 

涌 谷 地 区 5 名 会員 3名、非会員 2名 9 名 会員 6名、非会員 3名 

上 記 以 外 1 名 石巻市 非会員 0 名 - 

合   計 13 名 - 15 名 - 

（注）H28 美里町主催の起業セミナーに後援（小牛田事業所にて合計 6回開催）。 

 

（４） 受講料   

無料 

 

（５） 内容   

① 時 間 数 ： 3 時間／日×6日 延べ 18 時間  

② 開催時間 ： 午後 6時 ～ 午後 9時 

③ セミナー内容               

回  数 日  付 内  容 講師（敬称略） 受講者数 

第 1 回 10 月 16 日（火）  創業の基礎知識 

1. 創業に向けた準備と 

心構え 

2. 創業形態の検討 

アドバンスアシストワークス 

代表・中小企業診断士 

岩佐 克之 

13 名 

第 2 回 10 月 23 日（火）  事業構想の構築 

1. 経営理念の重要性と 

作り方 

2. 経営環境の把握と 

ターゲティング  

3. 事業コンセプトの確立 

同  上 13 名 

第 3 回 10 月 30 日（火）  売れる仕組みの考え方 

1. マーケティングの基礎知

識 

2. マーケティング戦略の構

築 

3. ビジネスモデルの構築 

同  上 11 名 

第 4 回 11 月 6 日（火）  経営管理業務の基礎知識 

1. 経理の基礎知識 

2. 税務の基礎知識 

3. 雇用の基礎知識 

同  上 12 名 

第 5 回 11 月 13 日（火）  創業資金の調達と 

利益計画 

1. 創業時のコスト算出 

2. 売上計画・利益計画 

3. 創業支援施策説明 

同  上 12 名 
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 創業計画の評価ポイント 

 日本政策金融公庫の 

融資制度 

日本政策金融公庫石巻支店 

国民生活事業 融資課長 

久保 良仁 

第 6 回 11 月 20 日（火）  創業計画書の作成 

1. 事業計画の必要性 

2. 創業計画書チェック 

ポイント 

同  上 9 名 

 商工会の伴走型支援に 

ついて 

本会職員 

主査・経営指導員  

千葉 泰之 

 

（６） 実績 

 H29 H30 

項 目 目 標 実 績 達成率 目 標 実 績 達成率 

創業支援セミナー(回) 1 1 100% 1 1 100% 

創業計画等策定事業者数(参加者数) 10 
13 

※14 

130% 
10 

15 

※16 

150% 

 

内、創業者 8 6 75% 8 2 25% 

  創業（事業承継）補助金申請 8 

0 

 

※1 

0% 8 

0 

 

※1 

0% 

（注）H28 美里町主催の起業セミナーに後援（小牛田事業所にて合計 6回開催）。 

※の数字は、本会全体の申請実績を示す。 

また、H29 創業者 6 名の内、1名は事業承継に係る被承継者である。H30 創業者数は見込みの数字。 

 

 

 

 

 

 


